
ヘイレージの再臨酵防止に関する試験  

′J、林秋雄 今成竹正 五味英久 渡辺 彬  

1．目的  

へイレージは利用中に二次療酵を起ナため気密   

サイロを使用する方法が理想的であるが、スチー   

ルサイロは高価であゎ、ビニールバキュームサソ  

ロは耐用年数が短く、hづれも一般像家の経営に  

入少にくh現状忙あるので、既設の普通サイロ   

（地下式）を使用して、へイレージの貯蔵利用につ  

つぃて試験する。   

2．方法  

魚）供試材料と前処理   

イクリフ㌧／ライタラス〉♂－チャードの2番   

刈（45．5．17）、予乾（水分dD～d5％）   

5叩に切断、詰込（45・5・用）   

即 詰準用サイロ  

直径75（¶，探さ124（Ⅶ，丸型・，－半地下式、  

容横0．5I㌔  

色）処翠   

A区－150珊詰込む毎にビニールで仕切  

る0  

8区‥20叩詰込む毎Kビニールで仕切  

るo   

C区－－－無処理（仕切なし）  

5．試験結果   

魚）開封時忙かける廃楽倭と状態（4d．5．24）   

A区－－－一28．1Kク  

次のビニール仕切まで大部分が腐敗していた  

たが、仕切の下は正常で良質であった。   

B区・・－－10．5Kダ  

次のどこ－ル仕切せでの約 畳が腐敗し、  

戎少 は可成少良質であった。次の仕切の  

下はA区と同様良質てあった。   

0区▼－－－71．5 物  

語込畳の半分よカヤゝ多く腐敗した。  
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色〉 サイレージの品質  

（4d．5．2占．）  

水分％  p   

オー・－チャード  

C 区   顔 ％  ‡ミリ当量  計  警警豊習  点数  等級  A 区  d2．5 dO．D  4．4 4．4  乳酸 455  50＿55  725∠  dR占8  】25・1 三≡「88  優  イタリアン    酸1，52  21．－99   5D．52      酸0（〕 説4．504775    0       d8．41  d98D  251  優  イタリアン    酸1．24】2D．“    50．20  15し88      酸0 ∃0    0  50j     dO．0  4d  酸455 50．51     72．14  …喜一95  傑  イクリ7ン    酸1．84 50．d5   弓8D．9占  278d   
オーチャード  酸 0   0     ‡D  50．！   
β）開封後の温度変化と牌適（衆参照）   

（第1周）  

4占年5月25日に開封し、腐敗部分を計   

景棄却したのち、A区、B区把ついては次の   

ビニール仕切力まで取出し〝ビニールをはが  

し、5区とも把サイレーツ表面を外気にさら  

し、表面から7～8㌫下の部分を毎日午前9  

時サーミスターを使用して測定した。5区と  

もに開封後10日前後で温度の上昇を開始し、   

12′－19日で急＿上界し、二次醗酵を碍記し  

た。ビニール仕切少処理を行ったA区、B区   

は似かエった温度の上昇を見たが、0区（無   

処理）は2日位二次際群が先行した。（〕区は  

開封後1d日（d月10日）で42、lOck   

達したので、正常査サイレ㌧－ツ層がでるせで  

■ 腐汝部分を棄てた、その■厚みは約20αrごあ  

った0   

表面に焦性亜硫敢ソーダを（150タ．／お）  

散布し、どこ－ルで覆って次の温変則定を開   

始したo  

A区、B区は開封後18日（d月12日）  

で42．lOo昨：達したが、このまゝ‘2昼夜放  

置し充分蘭酵させてからd月14日に取出調   

査した。表面より15 下ぜでは白かぴで固   

まカ、その下の色は正常に見えたが、7ソモ   

エア臭があ少、次のビニール仕切身の際に若   

干のサイレージ臭を残す巷に腐敗していた。   

ピエール仕切身の下のサイレ【ジは正常であ  

った。表面をビニーJで覆ったまゝ次の温度  

測定を開始し■た。  

（第2恒け   

各区とも最初は温度が一時下降した。A区   

は5日、B区もぅ日、C区は5日間下降して   

上昇に転じた。A区は10日目に5D C℃に  

達し、その後10日間27～28ocの上下  

をく少かえした。B区ほ9日目で52 0cに   
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達し50～52 0cを10日間くゎかえした。  

0区は17日目で58 00に遺し、以後10   

日間これに近い混鮭で経過した。  

今回ほ弟1回臼と兵力、40 00以上に適   

した区はをかった○  

二次醗酵を10日継続させたのち開封をし   

た。各区ともに表面をピニ几ルで覆ってぃた  

ため水 がたまわ、ヰィレージ表面は黒くベ  

タつぃて腐敗し、ウジが発生し、アンヒニア   

臭が強かったo   

A区、8区は次のビニール仕切少の際に良   

質孜部分を若干残し、殆んど腐敗したが、ビ   

ニール仕切りの下は良質に保たれていたo  

C区は残カ25 の厚み全部が底まで腐敗   

した0   

（第5回）   

0区は材料が底をつぃたので、A区、B区  

につぃて試験を継続した。  

A区比論1回と同様ビニール覆を外し、サ   

イレージ襲面を外気にさらしたo  

B区は無性亜硫酸ソーダで処理した後、表   

面をビニールで襟った。   

A区、B区ともに第2回のエうに当初温度   

の下降は見られず、5日間は略一定の塩匿を  

保ち、その後徐々に上昇し、A区は7日目よ  

カB区は1ロ日日から急上昇した。A区は  

10日目で4．O tンc以上に適し、第1・回と同，  

様に強ぃ二次醗酵を起したが、芦区は第2回  

と同様に12日目．以降55 0qを上下する級  

慢な二次磯野が続いた。   

10日間放燈したのち取出調査を行ったo  

A区は底せで第2回同様、黒色にべクツヰ、  

．♭ジが発生して腐敗した。B区も同じエうに   

腐敗したが、ビニール仕切少の下は前回同様、   

極めて良好に保たれてぃた。   

4．考察  

申卜第2向、第5回は二次軽酵を起してから如  

・10日間そのぜま欲渡してから開封したが、ビ   

ニール仕郎少の下ほ良好に保たれた0これはど   

ニール仕切少の効果に腐敗部分の密封効果が加要   

わったためと考える。   

な）腐敗部分を除去したのち、第2回では、約  

19 0（ンまで一時温度の下降を見、又第5回で   

は約210cが5日間続いたが、これは夫々そ   

の時の地温忙率ぃ温度であった碧から、ビニー   

ルの上の温度だけが下搾伝導はするが醸酵忙つ   

いては無関係であったものと推定する0  

β）第2臥第5回ともに次の温度変化測定開   

始時において、A区よりもB区の湿度がやゝ高  

くなってぃるが、とれはB区の方がビニール仕   

切少の間隔が ぃため、・醸酵熱が次の層に伝わ  

少易かった結果と考える0   

帥 第2回のC区、第5回のB区把夫々焦性亜   

酸予「ダの使用を試みたが、使用しない区に   

歓べて、二次鞄酵の開始が2日間位遅延するよ   

うに観察したが、効果については確信をもてな  

い0   

6）温度変化記測定ずる際、サイレージ表面を   

外気にさらした場合は二次醸酵熱が高く、40℃  

魯上廻少、サイレージに自力ビが発生して匡ほ  
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った状態になる。一方サイレージ表面をビニー  

ルで被襟した場合は二次瞭酵が緩慢で、50℃  

前後どまわであった。この場合、サイレージ表   

面は黒色にべメッキ、ウジ等を発生して腐敗し   

てぃる。とれは被覆ビニールの下面に温度差によ  

る罪を結び、水分が多くをったためで、この腐  

敗屈が密閉効果をもたらし、二次辞酵を抑制し  

たのではをいかと考える。   

6）第1回から第5回までの傾向を見ると、開   

封後5日間位吐二次軌酵忙よる発熱は見られを   

h。従って、毎日取出す場合は順次空気の没   

によって、二次醗酵が起きると予想される部分   

を利用してゆくことになるので、二次醗酵の開   

始は5日間以上に延長される可能性は大きい。   

このエうを背景から、5日分のサイレ㌧－ジ使  

用量を話込む毎妊、ビニーール仕切少を施してお   

けば二次膵酵による損失を防止することができ   

るし、 － 、二次醗酵を起すことがあってもビ  

ニール仕切わの下のサイレⅦジは安全に保つこ   

とができる0   

しかし乍ら、本試験は0．5，，控）小型サイロの  

試験結果てあゎ、サイロの大きさが醸酵匿及ほ   

す影響把ついては計少知れ友h点が多hので、   

5 以上のサイロを使用して追試の必要がある。   

又開封時期を5月下旬にした理由は、′卜型サイ   

ロの場合、冬細間では外気漁鹿が催ぃため二次   

醗酵が起カにくいと懸念されたからである。  
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東京都畜産試験場気象表  
書楕市新町715  昭和45年   

＝ミ室   ＋†｛   
離 ト醐  軟差   湿度   降水丑  地温  摘  要   

口  旬   ヱ0  －4．d   0．9！11．d  9D   1．5  4．4（4日残雪5  ）  

月l   

－7d   0．2   15．7  1  88   D  

2．4   

D  

5・7 

2，9 

下  〝  ▲10．2  －5．4  
2．d  

空 〝   12．d  一五7 芦  〈叩  4．4  1d．5  7J！   

平均及合吾十  10，1  －5．0   
月   

2   」＝   

計   8．5  －5．9  1．2  」⊥璽 15，L  87  】 1．5    5，‘r       〟  8．8  4．5 t 25    十・79   11                    0    51  5 月  」＝〝 中〝 下〝 及合膏十  l乙生 ス9  －5．7 －2．9  D．8  15．1†74！24．0      （4日積雪5．2 ）      2．5  10．8  88  545   15・2壷      －5．D  4・8 ぎ15・d   80  ロ．9    ■ ＆2†  平    －5．8！  2．8  15．2  80  5史4    5・2】  
・・ l   2、占  8・8 1璽旦⊥   84壷 25・4    L 8．5    1dl  5．2  10．7  1t〕．9  84  59・9   ＼10．41  

185   8．5   15．5   1D．0   82   1ム5  12封  

11．0 11．1  

埼及合計  1d．d  5．5      1 85   
1【〕1．8  1〔）．引   

574    14．占 
中  〝   24．1   る   15．0   82   4d．1   1d8；  

d  

〝   24．‘l   

87   45．7  
18．dl（28日夜間 雨アリ）   月   8d  1d．7！  

8？   2（5．4  18．9と  
中   〝   22，0   

9   20．4  用8 

平均及合音十   25．7   

月   
11．d  

192 

1R7   5．0  書 20．る  

55．2   197   155  89   

｝ 及合吾「   1鼠2【25，8  91  
ナ㌢」  1♀2  9す  91   

91   1俊9 ミ1うほl   
8  アイ 10．5  79  28．7 2d．d   」準星ト ∃24剤（15日台風才号但し影響なし）  
月   ■   50．5   20．7   2551  9る  75  1郎柑  25．4！（21日台風18号）   
平均及合計  50．4   20．5   25J   99   ●  224，9    ；25．1l   

Rd  75   1．4    i24．8  

．5  84  1182    25フ  

受5   15．9  

5．0   14，8（d日1る，50ヲリ 雨†年ブリ）   

ユ旦］▼ 53   

平均及合計  155   」旦  
上   9 月  上  〟  L2竺5 125、0  197  245   云           中  〝   j亘． 15・！＿－ 178  217            下  〝  【225 j25．d l21．d   18．7  72  81  55，d   喜 22．D  平均及合雷十 10【上 〝     21．7  77   79  155．2    2詔     12．1  1（i．8   ヱ5 82   dl．5    1チ9仁  月  中  〝  197  12．5  1d．0  74 1乙5     手T示2i（18日 房 20日初雪）   下  〝  1鼠7  占．5 ミ 15，0    d9  4，9    】1“l（て9日霧） 18．5  平均及合計   2D．5     15．2  1ロ．2  74  80．1  11」二  ∬   178   11．5  12．5  dl       中 畑15．5    5．7  ■ 8．0 父7    る8  1879    12．5  下  〝   LJj・占   2．5    d5   R4    11．妄†で両「両日鰍） 12．8       －5．4 －1．9     占4  100．5        ′  1tO   2．811d4   、＿＿」．や．． 71  0．d    ス8   中  ′  111．5   4．8  15．4   15ム   1 占，5  

下 8・0  －5，0  
＿＿  

し重合酎  10．1  －5．4  一望」11・0   84  14．1    5．9（25日初雪 2d日積雪5  ）  

今計 平均  ‘m．4 ▼「有高  2戯2 ．d715．8  41172 1j：云  汐】77 80  15775    5154．7            14．1  u  


